
別
表
第
一
の
二
の
表
企
業
内
転
勤
の
項
の
下
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

本
邦
に
本
店
、
支
店
そ
の
他
の
事
業
所
の
あ
る
公
私
の
機
関
の
外
国
に
あ
る
事
業
所
の
職
員
が
本
邦
に

あ
る
事
業
所
に
期
間
を
定
め
て
転
勤
し
て
当
該
事
業
所
に
お
い
て
行
う
こ
の
表
の
技
術
・
人
文
知
識
・
国

際
業
務
の
項
の
下
欄
に
掲
げ
る
活
動

二

本
邦
に
本
店
、
支
店
そ
の
他
の
事
業
所
の
あ
る
公
私
の
機
関
（
当
該
機
関
の
事
業
の
規
模
、
本
邦
の
事

業
所
に
お
け
る
受
入
れ
体
制
等
が
技
能
、
技
術
又
は
知
識
（
以
下
こ
の
号
及
び
四
の
表
の
研
修
の
項
の
下

欄
に
お
い
て
「
技
能
等
」
と
い
う
。）を
適
正
に
修
得
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
法
務
省
令
で
定

め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
に
限
る
。）の
外
国
に
あ
る
事
業
所
の
職
員
が
、
技
能
等
を
修
得
す
る
た
め
、

本
邦
に
あ
る
事
業
所
に
期
間
を
定
め
て
転
勤
し
て
当
該
事
業
所
に
お
い
て
講
習
を
受
け
、
及
び
技
能
等
に

係
る
業
務
に
従
事
す
る
活
動
（
前
号
に
掲
げ
る
活
動
及
び
こ
の
表
の
育
成
就
労
の
項
の
下
欄
に
掲
げ
る
活

動
を
除
く
。）

別
表
第
一
の
二
の
表
技
能
実
習
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

育
成
就
労

育
成
就
労
法
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
育
成
就
労
計
画
に
基
づ
い
て
、
講
習
を

受
け
、
及
び
育
成
就
労
法
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
育
成
就
労
産
業
分
野
に
属
す
る
技

能
を
要
す
る
業
務
に
従
事
す
る
活
動

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報

２

法
務
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
す
る
こ
と
と
し
た
と
き
は
、
出
入
国
在
留
管
理
庁
長
官
に
、
当
該

外
国
人
に
対
し
、
そ
の
旨
を
通
知
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
通
知
は
、
出
入
国
在
留
管

理
庁
長
官
が
、
入
国
審
査
官
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
措
置
を
と
ら

せ
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一

当
該
外
国
人
が
引
き
続
き
中
長
期
在
留
者
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
と
き

当
該
外
国
人
に
対
す
る
在
留

カ
ー
ド
の
交
付

二

前
号
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
又
は
ロ
に
定

め
る
措
置

イ

当
該
外
国
人
が
旅
券
を
所
持
し
て
い
る
と
き

当
該
外
国
人
の
旅
券
へ
の
新
た
な
在
留
資
格
及
び
在
留
期

間
の
記
載

ロ

当
該
外
国
人
が
旅
券
を
所
持
し
て
い
な
い
と
き

当
該
外
国
人
に
対
す
る
新
た
な
在
留
資
格
及
び
在
留
期

間
を
記
載
し
た
在
留
資
格
証
明
書
の
交
付

第
五
十
九
条
の
二
第
一
項
中
「
の
登
録
（
同
項
第
一
号
ハ
に
該
当
す
る
者
に
係
る
も
の
に
限
る
。）又
は
」
を
「
若

し
く
は
第
十
九
条
の
二
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
（
第
九
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
に
あ
つ
て
は
、
同

項
第
一
号
ハ
に
該
当
す
る
者
に
係
る
も
の
に
限
る
。）、」に
改
め
、「
第
六
十
一
条
の
二
の
十
四
の
規
定
に
よ
る
許
可
」

の
下
に
「
又
は
第
十
九
条
の
三
十
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
取
消
し
」
を
加
え
る
。

第
六
十
一
条
の
八
の
三
第
一
項
第
三
号
中
「
第
五
十
条
第
七
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
六
第
二
項
第
一
号
、
第
五

十
条
第
七
項
」
に
改
め
る
。

第
六
十
二
条
の
見
出
し
を「（
退
去
強
制
事
由
に
係
る
通
報
）」に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
在
留
資
格
の
取
消
し
に
係
る
通
報
）

第
六
十
二
条
の
二

国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
職
員
は
、
そ
の
職
務
を
遂
行
す
る
に
当
た
つ
て
第
二
十
二
条
の
四
第

一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
思
料
す
る
外
国
人
を
知
つ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
通
報
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

２

前
条
第
五
項
の
規
定
は
、
前
項
の
通
報
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
六
十
九
条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
第
二
条
の
三
第
三
項
及
び
第
四
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
条
第
五
項
」

を
「
第
二
条
の
三
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
条
第
六
項
」に
、「
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項（
こ

れ
ら
の
規
定
を
同
条
第
五
項
」
を
「
同
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
条
第
六
項
」
に
改
め
、

同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
外
国
人
育
成
就
労
機
構
に
よ
る
特
定
技
能
外
国
人
の
支
援
に
係
る
業
務
）

第
六
十
九
条
の
二
の
二

外
国
人
育
成
就
労
機
構
は
、育
成
就
労
法
第
八
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
の
ほ
か
、

特
定
技
能
外
国
人
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
の
提
供
、
助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
業
務
及
び
こ
れ
ら

の
業
務
に
附
帯
す
る
業
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
七
十
三
条
の
二
第
一
項
中
「
三
年
」
を
「
五
年
」
に
、「
三
百
万
円
」
を
「
五
百
万
円
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
の
二
の
表
備
考
中
「
定
め
よ
う
と
す
る
」
を
「
定
め
る
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
の
四
の
表
研
修
の
項
中
「
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
」
を
「
育
成
就
労
の
項
の
下
欄
」
に
改
め
、

同
表
家
族
滞
在
の
項
中
「
公
用
」
の
下
に
「
、
企
業
内
転
勤
（
二
の
表
の
企
業
内
転
勤
の
項
の
下
欄
第
二
号
に
係
る

も
の
に
限
る
。）」
を
加
え
、「
技
能
実
習
」
を
「
育
成
就
労
」
に
改
め
る
。

（
外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
条

外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
八

十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

外
国
人
の
育
成
就
労
の
適
正
な
実
施
及
び
育
成
就
労
外
国
人
の
保
護
に
関
す
る
法
律

目
次
中
「
第
七
条
」
を
「
第
七
条
の
二
」
に
、「
第
二
章

技
能
実
習
」
を
「
第
二
章

育
成
就
労
」
に
、「
技
能
実

習
計
画
」
を
「
育
成
就
労
計
画
」
に
、「
監
理
団
体
」
を
「
監
理
支
援
機
関
」
に
、「
技
能
実
習
生
」
を
「
育
成
就
労
外

国
人
」
に
、「
外
国
人
技
能
実
習
機
構
」
を
「
外
国
人
育
成
就
労
機
構
」
に
改
め
る
。

第
一
条
中
「
技
能
実
習
に
」
を
「
育
成
就
労
に
」
に
、「
技
能
実
習
計
画
」
を
「
育
成
就
労
計
画
」に
、「
監
理
団
体
」

を
「
監
理
支
援
機
関
」
に
、「
次
条
及
び
第
四
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
」
を
「
以
下
」
に
、「
技
能
実
習
の
」
を
「
育

成
就
労
の
」
に
、「
技
能
実
習
生
」
を
「
育
成
就
労
外
国
人
」に
、「
人
材
育
成
を
通
じ
た
開
発
途
上
地
域
等
へ
の
技
能
、

技
術
又
は
知
識
（
以
下
「
技
能
等
」
と
い
う
。）の
移
転
に
よ
る
国
際
協
力
を
推
進
す
る
」
を
「
育
成
就
労
産
業
分
野

に
属
す
る
相
当
程
度
の
知
識
又
は
経
験
を
必
要
と
す
る
技
能
を
有
す
る
人
材
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
育
成
就
労
産

業
分
野
に
お
け
る
人
材
を
確
保
す
る
」
に
改
め
る
。

第
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

育
成
就
労

単
独
型
育
成
就
労
及
び
監
理
型
育
成
就
労
を
い
う
。

二

単
独
型
育
成
就
労

本
邦
の
公
私
の
機
関
の
外
国
に
あ
る
事
業
所
の
職
員
で
あ
る
外
国
人
（
入
管
法
第
二
条

第
一
号
に
規
定
す
る
外
国
人
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）が
、
特
定
産
業
分
野
（
入
管
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
特

定
技
能
の
項
の
下
欄
第
一
号
に
規
定
す
る
特
定
産
業
分
野
を
い
う
。）の
う
ち
、
外
国
人
に
そ
の
分
野
に
属
す
る

技
能
を
本
邦
に
お
い
て
就
労
を
通
じ
て
修
得
さ
せ
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る
も
の
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め
る
分

野
（
以
下
「
育
成
就
労
産
業
分
野
」
と
い
う
。）に
属
す
る
相
当
程
度
の
知
識
又
は
経
験
を
必
要
と
す
る
技
能
を

修
得
す
る
た
め
、
同
表
の
育
成
就
労
の
在
留
資
格
を
も
っ
て
、
当
該
機
関
に
よ
り
受
け
入
れ
ら
れ
て
必
要
な
講

習
を
受
け
る
こ
と
及
び
当
該
機
関
と
の
雇
用
契
約
に
基
づ
い
て
当
該
機
関
の
本
邦
に
あ
る
事
業
所
に
お
い
て
当

該
育
成
就
労
産
業
分
野
に
属
す
る
技
能
を
要
す
る
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
を
い
う
。

三

監
理
型
育
成
就
労

次
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。

イ

外
国
人
が
、
育
成
就
労
産
業
分
野
に
属
す
る
相
当
程
度
の
知
識
又
は
経
験
を
必
要
と
す
る
技
能
を
修
得
す

る
た
め
、
入
管
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
育
成
就
労
の
在
留
資
格
を
も
っ
て
、
本
邦
の
営
利
を
目
的
と
し
な

い
法
人
に
よ
り
受
け
入
れ
ら
れ
て
必
要
な
講
習
を
受
け
る
こ
と
（
本
邦
の
公
私
の
機
関
が
当
該
機
関
と
主
務

省
令
で
定
め
る
取
引
上
密
接
な
関
係
を
有
す
る
外
国
の
公
私
の
機
関
の
外
国
に
あ
る
事
業
所
の
職
員
で
あ
る

外
国
人
を
雇
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
本
邦
の
公
私
の
機
関
に
よ
り
受
け
入
れ
ら
れ
て
必
要
な
講
習

を
受
け
る
こ
と
）
及
び
当
該
法
人
に
よ
る
監
理
支
援
を
受
け
る
本
邦
の
公
私
の
機
関
と
の
雇
用
契
約
に
基
づ

い
て
当
該
機
関
の
本
邦
に
あ
る
事
業
所
に
お
い
て
当
該
育
成
就
労
産
業
分
野
に
属
す
る
技
能
を
要
す
る
業
務

に
従
事
す
る
こ
と
。
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